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NY マーケットレポート（2016 年 10 月 19 日） 
 

 

NY 市場では、序盤に発表された米住宅着工件数が、2015 年 3 月以来の低水準となったものの、着工件数の先行指標とされる建設許可件

数が 2015 年 11 月以来の高水準となるなど、まちまちの結果となったことから、相場への影響は限定的となった。その後は、米大統領

選の候補者討論会や ECB 理事会、EU 首脳会議などのイベントを控えて様子見ムードも強まり、限定的な動きが続いた。その中で、原油

価格が在庫統計の結果を受けて 1 年 3 ヵ月ぶりの高値まで上昇したことが好感され、豪ドルなどの資源国通貨は堅調な動きとなった。

ただ、同じ資源国通貨のカナダ・ドルは、今年と来年のカナダの経済成長率の見通しが下方修正されたことを受けて、軟調な動きとな

った。 

 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月ポーランド小売売上高（前月比） -1.2％（予想 -0.3%・前回 0.8%） 

 

9 月ポーランド小売売上高（前年比） 4.8％（予想 5.9%・前回 5.6%） 

 

 

9 月ポーランド生産者物価指数（前月比） 0.3％（予想 0.2%・前回 -0.4%） 

前回発表の-0.3％から-0.4％に修正 

 

9 月ポーランド生産者物価指数（前年比） 0.2％（予想 0.2%・前回 -0.1%） 

 

 
出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

9 月米住宅着工件数 104.7 万件（予想 117.5 万件・前回 115.0 万件） 

前回発表の 114.2 万件から 115.0 万件に修正 

 

9 月米住宅着工件数（前月比） -9.0％（予想 2.9%・前回 -5.6%） 

前回発表の-5.8％から-5.6％に修正 

 

9 月米建設許可件数 122.5 万件（予想 116.5 万件・前回 115.2 万件） 

前回発表の 113.9 万件から 115.2 万件に修正 

 

9 月米建設許可件数（前月比） 6.3％（予想 1.1%・前回 0.7%） 

前回発表の-0.4％から 0.7％に修正 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米住宅着工･許可件数≫ 

          9 月 ・・ 8月・・ 7 月・・  6 月・・ 5 月・・ 4 月 

住宅着工件数・・・104.7・・115.0・・121.8・・119.5・・112.8・・115.5 

一戸建て住宅・・・ 78.3・・ 72.4・・ 76.9・・ 76.3・・ 73.7・・ 76.4 

集合住宅・・・・・ 26.4・・ 42.6・・ 44.9・・ 43.2・・ 39.1・・ 39.1 

 

許可件数・・・・・122.5・・115.2・・114.4・・115.3・・113.6・・113.0 

一戸建て住宅・・・ 73.9・・ 73.6・・ 71.1・・ 73.8・・ 73.1・・ 74.1 

集合住宅・・・・・ 48.6・・ 41.6・・ 43.3・・ 41.5・・ 40.5・・ 38.9 

 

前月比（％） 

住宅着工・・・・-9.0・・・-5.6・・・ 1.9・・・5.9・・・-2.3・・・3.8 

住宅建設許可・・ 6.3・・・ 0.7・・・-0.8・・・1.5・・・ 0.5・・・4.9 

 

9 月の米住宅着工件数は、年率換算で前月比-9.0％の 104.7 万件となり、今年 3月以来の大きな減少幅となった。件数ベースでは、2015

年 3 月以来の低水準となり、11 ヵ月ぶりに 110 万件の大台を下回った。前年同月比では-11.9％だった。   

 

①一戸建て住宅が前月比+8.1％の 78.3 万件と 2ヵ月ぶりの増加、集合住宅は-38.0％の 26.4 万件となった。 

 

②地域別の動向では、北東部が-36.0％、中西部が-14.1％、南部が-5.3％、西部は横ばいだった。 

 

③着工件数の先行指標とされる建設許可件数は、前月比+6.3％の 122.5 万件と 2 ヵ月連続のプラスとなり、前年同月比では+8.5％とな

った。 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

カナダ政策金利発表 0.50％（予想 0.50%・前回 0.50%） 

 

 

出所：Bloomberg 
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出所：Net Dania 

 

 

≪海外の話題≫ 

 

メキシコ財務幹部協会は、米大統領選挙で民主党のクリントン候補が勝利すれば、メキシコペソは来年末時点で 1 ドル=18.0 ペソに上

昇する可能性があるとの見方を示した。エコノミスト調査では、今年末時点のペソの対ドル相場の予想中央値は 18.90 ペソだった。た

だ、共和党のトランプ候補の勝利を前提とすると、公約の実現性について不透明感が強く予想が困難とした。トランプ候補は、メキシ

コとの国境での壁建設や、北米自由貿易協定の再交渉あるいは撤廃を表明しており、そのたびにペソ相場は不安定な動きとなっていた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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23：30 

≪EIA 米週間在庫統計≫ 

 

原油在庫・・・・525 万バレル減少 

ガソリン在庫・・247 万バレル増加 

留出油在庫・・・124 万バレル減少 

 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

メイ・英首相は、EU 首脳会議に首相就任後初めて出席する。メイ首相は、保守党大会で EU 離脱に向けた交渉を来年 3 月末までに始め

ると表明し、移民流入制限と欧州司法裁判所からの離脱を目指す考えを示しており、首脳会議で EU離脱計画について説明するとみられ

る。加盟国の首脳らは、メイ首相が英国民投票までは EU 残留派だったものの、EU 離脱にあたり EUの単一市場からの撤退も辞さない強

硬姿勢に傾いたと受け止めており、会議での発言に注目している。 

 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、序盤は企業業績への先行き警戒感で売り優勢となったが、原油価格の上昇で投資家心理が改善し、プラスに転じる動

きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

 

3：00 

≪ 要人発言 ≫ 

カプラン・ダラス連銀総裁 

 

・「2016 年末までに米 GDP 伸び率は回復へ」 

・「コアインフレは強含んでいる」 

・「労働市場のスラック(たるみ)は、以前よりもやや多い」 
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3：10 

≪米地区連銀経済報告≫ 

 

・「雇用市場はタイト、見通しは大半で明るい」 

・「賃金の伸びは緩やか、価格の上昇はわずか」 

・「大半の地区が緩慢ないし緩やかな景気拡大ペースを指摘」 

・「景気拡大は 8月下旬から 10 月初旬にかけて継続」 

 

・「製造業は強弱まちまち、ドル高で輸出は鈍化」 

・「大半の地区が小売り向け支出の上向きを指摘」 

・「住宅価格、引き続き緩やかなペースで上昇」 

・「居住向け建設と不動産は加速」 

 

・「商業用不動産活動と建設は改善」 

・「石油・天然ガスセクターに安定の兆候」 

・「選挙が経済の不確実性の原因との声も」 

・「幾つかの地区は緩やかな成長を引き続き予想」 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 7.00 ドル高の 1オンス＝1269.90 ドルで取引を終了した。 

NY 金は、ドルが円などに対して下落したため、ドルの代替資産とされる金を買う動きが優勢となった。また、前日発表された 9月の米

消費者物価指数でコア指数が市場予想を下回り、12 月の米追加利上げ観測がやや後退していることも引き続き支援材料となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.31 ドル高の 1バレル＝51.60 ドルで取引を終了した。 

NY 原油は、米石油統計で原油在庫が市場の予想に反して大きく減少したことから、需給の緩みに対する懸念が後退し、買い注文が優勢

となった。終値ベースでは、昨年 7月中旬以来約 1年 3ヵ月ぶりの高値となった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、原油価格が上昇したことで投資家のリスク回避姿勢が和らぎ、主要株価は序盤から堅調な動きとなった。ただ、米大統

領選の第 3 回討論会を控えて様子見ムードも高まっており、上値は限定的となった。米ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、

一時前日比で 90 ドル高まで上昇したものの、その後は上値の重い動きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米経済指標がまちまちの結果となったことや、米債券利回りが低下したことを受けて、ドルはやや

軟調な動きとなった。ただ、その後は欧米のイベントを控えて様子見ムードも強まっており、限定的な動きとなった。その中で、原油

価格の上昇や米債券利回りが反転したことなどから、ドル円・クロス円は、引けにかけて底固い動きとなった。 

 

 
出所：総合分析チャート 
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